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明
治
二
七
～
昭
和
三
一(

一
八
九
四
～
一
九
五
六) 

年
。
弁
護
士
、
社
会
運
動
家
。
福
岡
県
出
身
。 

一
高
時
代
柔
道
部
員
、
全
寮
委
員
長
。
東
大
在
学

中｢

新
人
会｣

に
入
る
。
卒
業
後
は
弁
護
士
と
し
て

労
働
争
議
・
小
作
争
議
な
ど
を
手
が
け
た
。
大
正

十
五
年
に
は
労
働
農
民
党
を
結
成
、
書
記
長
と
な
り 

昭
和
七
年
の
社
会
大
衆
党
創
立
に
も
参
加
し
た
。

同
十
二
年
に
は
衆
議
院
議
員(

東
京)

に
当
選
。 

戦
時
中
、
大
政
翼
賛
会
な
ど
に
参
加
し
た
た
め
、

戦
後
公
職
追
放
に
な
っ
た
が
、
解
除
後
は
日
本 

社
会
党
か
ら
出
馬
し
三
回
当
選
、
右
派
の
長
老
と

し
て
活
躍
し
た
。
岸
信
介
元
首
相
ら
保
守
政
治
家 

や
財
界
人
に
一
高
時
代
の
知
己
が
多
か
っ
た
。 

嘉平太氏が出会った人々嘉平太氏が出会った人々      

 
 

 
 

三 

輪

三 

輪  

壽 

壮

壽 

壮  

氏氏  

 
 

第
一
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
の
仲
間
と
。
二
列 

目
中
央
が
嘉
平
太
氏
。(

大
正
八
年
四
月) 

 

みみ  

わ わ   

じ
ゅ
う
そ
う

じ
ゅ
う
そ
う  

 

東
大
時
代
に
は
、
マ
ル
ク
ス･

レ
ー
ニ
ン
主
義
を
研
究
す
る
学
生
の
集
ま
り
で 

｢

新
人
会｣

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
宮
崎
竜
之
介
は
新
人
会
の
リ
ー
ダ
ー
み
た
い
な 

も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
を｢

新
人
会｣

に
連
れ
て
行
っ
た
の
は
三
輪
壽
壮
と
い
う 

非
常
に
立
派
な
人
で
、
も
う
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
で
も
尊
敬
し
て
い
る 

人
で
す
。
三
輪
さ
ん
は
体
が
大
き
く
力
の
あ
る
人
で
、
柔
道
が
得
意
で
、
三
輪
投
げ 

と
い
う
の
が
有
名
に
な
る
程
強
か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
非
常
に
性
質
の
立
派
な 

人
で
、
三
輪
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
今
で
も
光
栄
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

 

三
輪
さ
ん
は
僕
よ
り
二
年
先
輩
で
、
高
等
学
校
で
は
ボ
ー
ト
部
の
選
手
を
し
て 

い
た
ん
で
す
。
高
等
学
校
か
ら
大
学
に
行
っ
た
ら
ね
、
彼
か
ら
、｢

お
い
岡
崎
、 

ち
ょ
っ
と
来
い｣

と
言
わ
れ
て
、
新
人
会
の
集
会
へ
連
れ
ら
れ
て
行
っ
て
、
一
年
半 

く
ら
い
は
新
人
会
で
共
産
主
義
の
勉
強
を
や
っ
て
た
で
す
。
新
人
会
で
は
悪
い
こ
と 

す
る
と
か
無
茶
を
す
る
人
も
い
な
い
。
ま
た
、
殊
に
三
輪
壽
壮
さ
ん
が
り
っ
ぱ
な
人 

だ
っ
た
か
ら
、
僕
も
も
う
少
し
若
か
っ
た
ら
共
産
主
義
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ 

な
い
。
当
時
、
ま
だ
僕
ら
も
共
産
主
義
に
つ
い
て
納
得
が
い
か
な
い
間
に
、
東
大
の 

共
産
主
義
の
連
中
が
実
行
運
動
を
や
り
出
し
た
ん
で
す
。 

 

そ
れ
で
あ
る
と
き
に
三
輪
さ
ん
が
、｢

岡
崎
君
、
大
塚
の
市
街
電
車
の
車
庫
に 

行
っ
て
、
車
掌
や
運
転
手
を
相
手
に
ア
ジ
っ
て
来
い｣

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。 

僕
は
そ
の
と
き
言
っ
た
ん
で
す
。｢

僕
は
今
、
共
産
主
義
が
い
い
か
悪
い
か
は
別
と 

し
て
研
究
し
て
い
る
ん
で
す
。
ま
だ
納
得
が
い
か
な
い
か
ら
実
行
運
動
は
や
り 

ま
せ
ん
、
や
り
た
く
な
い｣

と
言
っ
た
ん
で
す
よ
。｢

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
と
っ
た
ん 

じ
ゃ
前
線
に
立
て
な
い
ぞ｣

と
言
わ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、｢

納
得
が
い
か
な
い
も
の
を 

実
行
運
動
を
す
る
の
は
い
や
で
す｣

と
、
と
う
と
う
別
れ
た
ん
で
す
が
ね
。 

 
(

中
略)

三
輪
さ
ん
が
代
議
士
の
頃
、
会
い
に
行
っ
て
ね
、｢

三
輪
さ
ん
が
本
気
で 

政
治
を
続
け
て
お
や
り
に
な
る
な
ら
、
僕
も
当
選
す
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
け
れ 

ど
も
、
代
議
士
に
な
っ
て
あ
な
た
の
下
で
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か｣

と
言
っ
た
ら
ね
、 

｢

岡
崎
君
、
も
う
駄
目
だ
よ｣

っ
て
言
う
。
当
時
の
社
会
党
に
諦
め
を
付
け
た
ん
じ
ゃ 

な
い
で
す
か
ね
。
そ
れ
で
私
は
と
う
と
う
政
治
に
入
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
今
か
ら 

思
え
ば
、
当
時
、
共
産
主
義
を
あ
る
程
度
理
論
的
に
勉
強
し
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と 

思
い
ま
す
よ
。 

 

(

岡
崎
嘉
平
太
伝
刊
行
会
編
集｢

岡
崎
嘉
平
太
伝｣

平
成
四
年
初
版
発
行
よ
り) 



朱先生(右上)と岡崎 彬 

(嘉平太氏ご子息)御夫妻 

井上 正也 先生 

秋の特別企画展「人間 岡崎嘉平太の魅力」 開催 
 

平成２６年９月２２日(月）ー１２月２６日（金） 

 このたびは､講師に朱金諾氏(全日本 

空輸(株)マーケティング室常任理事)

をお迎えしました｡朱先生は､昭和５３

年夏に嘉平太氏から通訳としての随行

を請われ､始めて岡崎嘉平太訪中団に

同行､以来､嘉平太氏が平成元年に戦後

百回の訪中を果たすまで通訳として随

行されました｡朱先生は､｢日中友好の 

架け橋岡崎嘉平太先生の思い出ｰ今こそ 

人間的な魅力人間的な魅力人間的な魅力   

豊かな心豊かな心豊かな心   

 このたびの企画展では､嘉平太氏が多くの人から

敬愛されたその人柄や､生活や趣味など人間的な 

魅力に焦点をあてて紹介しました。 

 初公開の資料も多く､期間中は１，４５１人の 

来場者がありました。 

 このたびの８０点の展示品 

の一つ､時子夫人手製の 

革 鞄 に は ､ 嘉 平 太 氏 の 

イニシャルが入れられて 

おり､訪中や貯蓄増強運動 

で全国を講演して廻るため､ 

旅に出ることが多かった氏 

のために夫人からの心遣い 

を感じました｡右の写真は､ 

孫と遊ぶ表情が柔らかく､印象的でした｡ 

 このほか嘉平太氏の多様な趣味の用具や記録 

からは､多忙ななかにあっても余暇をみつけ人生を 

楽しむことにも長けていた姿がうかがえました。 

 冊子『晩晴』は､漢詩や日本 

の古い詩を抜粋するとともに､ 

昭和１８年から５２年迄の自句 

がしたためられており､氏の 

心情がよくうかがえました。 
                      ｢晩晴｣の一頁 

 来館者は､｢母の言葉や愛情が彼の人格を育て

たのだと思う」､｢コンパクトな展示ながらも魅力が十

分に伝わり心が温まった」と感想を寄せてくだ 

さいました｡  

 下の写真は吉備中央町立大和小学校６年生が 

学習に来た際に撮りました｡本展開催にあわせて､

嘉平太氏の母校大和小学校の全校生徒が､氏を 

思い描く言葉を書にあらわ 

した作品を一堂に展示し 

ました｡「ふるさと」､「友」､ 

「団結」などが書かれて 

いました。 

「岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える 

第13回講演会」開催    平成２６年１１月２４日(月・祝）                 

シュ キンダク 

岡崎精神で日中友好の絆をｰ｣と題し､｢岡崎先生の精神を受け継ぎ､日中友好を､さらにはアジア､ 

世界平和に向けて夢を語るとき｣と話されました｡もう一方の講師に井上正也氏(香川大学 

法学部准教授(国際関係論･日本外交史))をお迎えしました｡井上先生は､｢歴史としての日中民間

貿易―岡崎嘉平太とＬＴ／ＭＴ貿易の軌跡｣と題し､昭和２９年に中国との貿易を促進する目的で

設立した日本国際貿易促進協会 

発足から財界を巻き込み､やがて 

は嘉平太氏の信念と筋道がつな 

がる経過を話されました。 

 本会には､岡山県内外から１５０ 

人の参会者がありました｡本記録は､ 

冊子にまとめ後日発刊します｡ 

日中友好を軸にアジアの安定日中友好を軸にアジアの安定日中友好を軸にアジアの安定   

ひいては世界の平和を願い､ひいては世界の平和を願い､ひいては世界の平和を願い､   

行動した嘉平太氏から学ぶ行動した嘉平太氏から学ぶ行動した嘉平太氏から学ぶ   

孫と遊ぶ嘉平太氏 
(昭和50年頃) 

会

場

の

様

子 



 

嘉平太と蔵書                           
 

 昨年９月２２日から１２月２６日まで「人間 

岡崎嘉平太の魅力」をテーマに秋の特別企画

展が開催された。嘉平太氏は、日中友好に生

涯をささげるとともに多くの会社の再建や設立に

携わるなど経済界で活躍した人として知られて 

いる｡ 

 この企画展では､嘉平太氏のあまり知られて 

いない家庭人としての姿や趣味などに焦点を 

あてて紹介した｡その中で数冊の本を展示したが､ 

そこには嘉平太氏の本に対する思いや姿勢を 

伺うことができる｡ 

 大変な読書家だった嘉平太氏､記念館には 

遺族から約四千冊の本が寄贈されている｡ 

中国の歴史や文学をはじめ､ドイツ文学や日本文 

学､政治､経済､金融､航空そして文庫本にいたる 

まで多岐にわたっている｡政治家や知人、友人 

などから贈られた本も多くあり､著者や知人などの 

書簡や名刺等が本と一緒に残されている｡ 

 本の文中には書き込みやアンダーライン､また､ 

巻頭や巻末には、嘉平太氏の本に対する感想 

や贈ってくれた方への思いなどが書き残されて 

いる｡そして｡大切にしていた本には「岡崎蔵書」 

の印が押されている｡嘉平太氏が書き残した 

「感想や思い」のいくつかを紹介する｡ 

 

『貧乏物語』 

（河上肇著 岩波書店 １９４７年） 

「昭和二十五年頃求之。大正八年第一高等学

校を卆へる頃 本郷の一書店にて貧乏物語を

購ひよむで深き感激を覚え、社会主義に心を傾 

らるに到った。その当時の本を失ったので 

戦後之を求めて昔を懐しむよすがとする也」 

 

『日向』 

（中村地平著 角川書店 １９５７年） 

「九州貯蓄旅行に際し日本銀行宮崎事務所長 

松本氏の好意により贈られて旅中読む。 

昭、三二，十一，十七日より」  

 

『経済の法則を求めて』 

（柴田敬著 日本経済新聞社 １９７４年） 

「一九八四、一、二四 和歌山市紀陽銀行の 

専務苫名浩氏より受領す、九二頁に僕の写真 

あり。」 

 

『高杉晋作 維新前夜の郡像１』 

（奈良本辰也著 中央公論社 １９８４年） 

「一九八四年七月二日贈 中国新疆ウイグル 

自治区烏魯木斉(ウルムチ) 迎賓館一〇二号 

室にて読み終える。嘉平太記」  

 

 嘉平太氏の蔵書は膨大で、本を贈ろうとした

知人が、書斎から廊下にあふれ出た蔵書を 

見て、本より本棚を贈ったという逸話もある。 

 現在、改めて蔵書のを見返しているが、その中 

で嘉平太氏の思いに触れる新しい発見があれ 

ばと期待している。そして機会があれば、蔵書を 

テーマにしたミニ企画展の開催も検討したい。 

              

岡崎嘉平太記念館館長 神原 清 

寄
稿 

中国文化に親しむ講演会 開催  
平成２７年１月２０日（火） 会場：吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

           
 

    

 講師に増田秀樹氏(ＮＨＫ大型企画開発センターチーフ･プロデューサー)をお招きし､

「中国至宝からのメッセージ～ＮＨＫスペシャル｢故宮｣を制作して｣と題して講演をして 

いただきました｡岡山県内から１００名の参会者がありました｡ 

 増田先生がチーフ･プロデューサーとして制作され､昨年放映された､ＮＨＫスペシャル 

｢シリーズ故宮」は､中国歴代王朝に受け継がれてきた文物を所蔵する台北･國立故宮博物院 

の特別な宝を２回に渡り､最新の８Ｋカメラで撮影した美しい映像で紹介した番組です｡ 

増田先生は､取材を進める中で､中国人との美意識の違いに戸惑った 

経験を北宋の詩人･蘇軾の書｢黄州寒食詩巻｣を例に示し､｢中国の 

人が､蘇軾の経歴や書かれた時の心情などの背景も含め作品を愛 

でることを知り､面白いと感じた｡美意識の違いや違和感を楽しみ､ 

相手がなぜそれを素晴らしいと感じるか探究する姿勢から互いの 

理解につながっていくのでは｣と述べられました｡ 

 

ソショク    コウシュウカンジキシカン     

増田 秀樹 先生 



OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

 

 編集･発行：岡崎嘉平太記念館 
 

 〒716-1241 岡山県加賀郡吉備中央町吉川4860-6 きびﾌﾟﾗｻﾞ内 

 TEL 0866-56-9033 FAX 0866-56-9066 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.okazaki-kaheita.jp 

 Eﾒｰﾙ okmh@okazaki-kaheita.jp 

 
 

 2015年1月発刊 

岡崎嘉平太著『サラリーマンの人生経営』の紹介 ２回目 

  入手が難しい嘉平太氏の著書を抜粋して､数回に分けて紹介しています｡このたびが２回目｡ 

 本書は､昭和３５年(嘉平太氏６３歳｡氏は､昭和３６年に全日本空輸(株)代表取締役副社長から 

社長に就任した)が初版です｡本書の内容は､氏が座談会などで､多くの場合､若いサラリーマンに向け､ 

自身の体験を飾り気なく話ししたことをもとに､実業之日本社に請願され､本に起こしたものです｡ 

 

   
 ■就職と結婚と退職ー就職昔と今 

  私は､職業を選ぶのに､相当まよった｡学生時代に､ちょっと社会主義の研究をやったことが 

 あり､実際運動には加わらなかったが､その方面の著書を読みあさっていたので､実業家とい 

 うか､いわゆる営利を目的とする職業はいやだと思った｡(中略)官庁でもなければ､営利会社 

 でもない日銀に入ることを決心､願書を出した｡当時の日本銀行は､こんにちとは全然ちがって､ 

 中央銀行の役目はあったが､経済恐慌とか､あるいは戦争というような特殊な事態が発生しない 

 かぎり､いわば､閑古鳥がなくといった感じの､温室的沈滞感が充満していた｡(中略)日銀から 

 閑古鳥がにげだしたのは､私がはいった翌年の関東大震災からで､以降は始終その活動が要請 

 されるようになった｡関東大震災､昭和２年の金融恐慌､大東亜戦争といずれも､不幸の時だけ 

 である｡とくに､大東亜戦争にはいってからというものは､絶えず､日本銀行が日本の戦争経済 

 のための､資金の需要をまかなうこととなり､市中銀行をとおして､民間産業の間接的な取引き 

 関係をもつようになり､こんにちにいたっている(中略)日本銀行に閑古鳥がないているとき 

 のほうが､国家も国民も幸せというものだ｡   

 ■就職と結婚と退職ー新入社員の心構え 

  こういう時代であったから､今日のような就職のための勉強などということは､全然考えられな 

 かった｡大学はウンノウ(蘊奥）をきわめるところとされていた｡したがって､なにか基礎的なもの 

 を身につけようという気持ちで､できるだけ間口をひろく､基礎的学問を勉強しておいて､社会人 

 となった場合､それをひきだしからだして､役にたてようと考えていた｡(中略)学校をでて､会社に 

 はいれば、すべてＡＢＣから実務を勉強しなければならない｡その際､たいていの青年は､『こん 

 な仕事はバカバカしい｡おれには役不足だ』と考えるものである｡このような状態が､だいたい十 

 年はつづくものと思わなければならない｡この十年間を､不平､不満ー役不足をかこつだけで､勉強 

 を怠っていると､次の十年､十五年の第二段階にはいったとき､こんどは､逆に自分の力不足を感じ､ 

 のびなやんでしまう｡だから､最初の役不足だと不満を感じる十年間に､一生懸命､努力をして力を 

 やしなっておくことを怠ってはならない｡(中略)『先輩の指導を､自ら進んでうけなさい』｡(中略) 

 先輩がやかましくいってくれるときが､一番進歩しているときだと思うのである｡(中略)先輩から､ 

 なにも叱られない､投げつけてもらえないのは､自分の不幸だと思いなさい｡ 

ちょっとＭＥＭＯ：大正八(１９１９)年東大へ進学した嘉平太氏は、第一高等学校のボート部の２年先輩 

 に誘われ､｢新人会｣の集会に１年半ほど参加し､共産主義の勉強をしました。新人会は、吉野作造 

 東大教授らの指導のもと宮崎龍介らが創設、昭和の初めまで日本学生運動の中心的存在。宮崎龍介 

 は宮崎滔夫の子息で、嘉平太氏の一高～東大の先輩で、東大在学中に大陸に渡り、中国事情を探って 

 帰国、新人会、アジア学生連盟などを組織しました。嘉平太氏は、宮崎氏が､｢５年以内に日本は革命を 

 起こさなければならない」という演説を聴き､一般大衆と気持ちがかけ離れたやり方で成功するだろうかと 

 疑問を持ったと記しています。 


